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概要 
フライングディスクを落とさずに味方へパスをつなぎ、コート両端のエンドゾーン（ゴールエリア）内でパスをキャッチす

れば得点となるスポーツです。高い運動量を保ち続ける持久力、特異な飛行特性を持つディスクの操作能力、そして勝利を

追い求める中でも自分自身を律する精神力を同時に求められることから、究極（Ultimate）という名前が付けられました。 

ルール 
・フィールドの端にあるエンドゾーン内でディスクをキャッチすると得点 

・ディスクを持っている人は、歩いてはいけない 

・ディスクが地面についたら攻守交代 

・身体接触が禁止 

・自己審判制（セルフジャッジ）で試合を進める（国際大会も同様） 
　　　　  公式大会フィールドサイズ　　　　　　　 

アルティメット：100m×37m（エンドゾーン 18m） 
ビーチアルティメット：75m×25m（エンドゾーン 15m） 
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エンド 
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アルティメットとは



2028年夏季オリンピック競技入りの可能性 

日本が目指すスポーツ立国戦略への貢献 

学校教育現場における活用価値 

日本代表が世界で勝つことのできる団体種目 

日本及び世界で競技人口増加 

5つのアピールポイント 
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2028年夏季オリンピック競技入りの可能性

世界フライングディスク連盟（WFDF）が 
国際オリンピック委員会（IOC）に加盟 

↓ 

2028年夏季五輪のアメリカ開催が決定 

↓ 

「アメリカ発祥」「アメリカがメダルを取る可能性高い」 

↓ 
追加競技として採用される可能性がある 

オリンピックがこれから目指すのは「男女混合の団体種目」「若者に人気のスポーツ」
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日本が目指すスポーツ立国戦略への貢献

個人 
多世代・多種目・多志向の共生型スポーツとして、「スポーツ
を通じた国民の心身の健全な発達・国民の健康増進」に貢献 

 

地域社会 / コミュニテイー 
コミュニティー形成及びスポーツツーリズムを通して「スポーツ
を通じた活力ある社会の実現」に貢献 

 

国際的地位向上 
世界大会におけるメダル獲得実績や国際競技連盟（IF）における
ポジションの獲得、国際協力の分野で活用可能性などにより、「ス
ポーツを通じた国際社会の調和ある発展及び日本の国際的地位向
上」に貢献
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学校教育現場における活用価値

・2012年に中学校学習指導要領に掲載 

・危険性が低く、児童生徒の興味関心を引く用具 

・少ない用具によって授業を展開できる教材 

・細かい成功体験を積むことができるツール 

・身体接触が少なく、危険性の低い競技特性 

・男女混合での授業展開が可能な競技規則 

・2人以上の協力が必要不可欠な得点方法 

・運動量の確保ができる教材 

・スピリット・オブ・ザ・ゲーム（SOTG）に基づいた 
　セルフジャッジに関する道徳的教材 

※ユース大会は会場や年代に合わせてフィールドサイズを調整し、 
　5人制で実施することが多い 
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日本代表が世界で勝つことのできる団体種目

大会名 時期・開催地 結果

WFDF2012世界アルティメット＆ガッツ選手権大会 2012年7月 大阪・堺市
ウィメン（女子）　優勝 

ミックス（男女混合）　第3位

WFDF2013世界U-23アルティメット選手権大会 2013年7月 カナダ・トロント
ウィメン（女子）　準優勝 

ミックス（男女混合）　第3位

WFDF2015世界U-23アルティメット選手権大会 2015年7月 イギリス・ロンドン
ウィメン（女子）　優勝 

メン（男子）　第3位

WFDF2016世界アルティメット＆ガッツ選手権大会 2016年7月 イギリス・ロンドン メン（男子）　準優勝

WFDF2018世界U-24アルティメット選手権大会 2018年1月　オーストラリア・パース ミックス（男女混合）　準優勝
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日本及び世界で競技人口増加

世界全体の競技者数推移 
（2018年4月1日時点） 

日本国内の競技者数推移 
（2019年2月28日時点） 

5,083 

163,714 

98,470 

3,195 
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加盟団体
世界フライングディスク連盟 
公益財団法人日本オリンピック委員会 
公益財団法人日本スポーツ協会 
一般社団法人日本スポーツフェアネス推進機構 
公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 
特定非営利活動法人日本ワールドゲームズ協会 
公益財団法人日本レクリエーション協会 
一般社団法人大学スポーツ協会 
 
2014年　日本オリンピック委員会 承認団体 
2017年　日本スポーツ協会 準加盟団体（加盟時は日本体育協会） 
2019年7月　Japan Sport Olympic Square（東京都新宿区） 入居 
 
世界フライングディスク連盟（加盟国数：84） 
加盟：国際オリンピック委員会（IOC）/ 国際パラリンピック委員会（IPC）/ 国際大学スポーツ連盟加盟（FISU） 
　　　IOC承認国際競技団体連合（ARISF）/  国際スポーツ連盟機構（GAISF）/ 国際ワールドゲームズ協会（IWGA） 
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